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本庄農場
小柴尚博※1佐

の土壌調査
野　　豊㌧古山光夫燃

Naoh1ro　Kos亘IBA　Yutaka　SAN0and．M1tsuo　FURUYAMA

　　　　　　The　Soi1Survey　in　Honjo　Farm

　本学の本庄農場は昭和38年，松江市本庄町に水田2．5

ha，畑地8．5ha，その他4haの面積をもって開設され

た。水田は既耕地を整理し，畑坤は雑木林を開墾して造

成された。

　位置は島根県の東部で，松江より東方12Kmの地点

にあり，島根半島の北山山脈のふもとの丘陵地に位し，

用水は付近の湧水を利用している。

　地質は洪積世，中新世に属し，粗面安山岩質砕屑岩

類，乃木層相当層，古江層相当層，久利累相当層よりな

る。その概略は第／図のようである蟷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
第、図本庄農場付近地質図1

圃久利累相当層箪福警　賭
圃ため池　　原1き。評　至本庄

至松江禰、1鮮

　水田の一部は既耕地であるが，農地の大部分は未耕地

を利用したものであり，農場の開設にあたり，適地適作

の点からも，耕種改善の立場からも，土壌の性質を明ら

かにすることを痛感された農場長の要請にもとづき，農

場土壌の分類を行ない，それぞれの理化学的性質を検討

したので報告する。

での色相（肋e）、明度（Va1ue），および彩度（Chro㎜a）

について行なった、調査地点は第2図に示し，調査結果

は第1表のようであった。

　第／表の記号および数字は左から順番に色相，明度，

・彩度を表わす。たとえば，10YR8／1については／0Y

Rは色相，8は明度，1は彩度を示している、色相の

R，Y，G，B，P，Nはそれぞれ赤，黄，緑，青，

紫，無彩色の白黒を表わし，明度は純白を10，純黒を0

とし撃彩度は純色に最も高い数値（たとえば純赤は／4．）

土　壌　分　類

　土壌分類にはいろいろの方法があるが，本農場のよう

な小面積のものには，マンセル表示3）法を用いた色相に

よるのが適当と考え，以下述べるようにして行った。

調査は農地の地形その他を考慮して，畑地49点，水

田12点，計6／点について検土杖を用いて，深さ70cm一ま

※土壌把詞学研究室　　※※島懐県立農事試験場

第／表各土層の色相，明度，彩度
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．。＿．　　⑧　　　第2図
⑧．曼　　3

土壌調査地点および分布図
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第2表　畑地および水田の区分

畑　　　地 水　　　　田

引色名記号備考雰色名記号備

葬臨・騒蓉

・嚢監・・／藁臨聾・

・墜臨・／誓驚・

ぺ髄・　　・
・鶏茗・／警灰邑を含・

6．無彩色．n　　　　　　6

　1　　　　　　　　7
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灰褐色■餌br

灰色駆

青灰色b1

色相yτ～y
｛
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灰黄褐，黄｛褐色を含む

無彩色の明

｛度3以上の
もの

で赤色の最高は43番の10r4／6であり，これは赤色で

ある。褐色の最高は2／番の10yr3／4であった。一般

に下層になるほど赤い色調をおびている邊水田土壌では

黒色～黒褐色，灰褐色の2つに分類され，土壌番号50，

5ア，58，59，60，61が黒色～黒褐色で，51，52，53，

54，55，56が灰褐色であった。この分布の状態は第2図

に示す。
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第3表試抗断面の状態

土壌
番　号
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　　　　　　土壌の理化学性

　前述のように畑地および水田土壌をそれぞれ2種類に

分類したのであるが，計4種類の土壌についてそれぞれ

代表地点1箇所ずつをえらび試抗した。代表地点の選定

にあたっては，できるだけ整地により土壌の混合されて

いない場所をえらんだ。選定土壌番号は畑地では32と

3アであ．り，水田では50，51の2つずつである。

　試抗の方法は縦2皿，横1㎜，深さ1皿の大きさに

土壌を掘って，土壌断面の観察により層序を土色，土

性，構造ヲ撃化沈澱物などを考慮して上部より第／層，

第2層一・・として記載した、土層の厚さが1c皿以内の

ものは特に必要なものを除いて記載をはぷき，土層の境

界については明瞭なものは実線で示し，やや明瞭を欠く

ものは点線で示した、このようにして観察した結果は第

3表のようであった輔

　　（a）器械的組成およぴ容水量

　器械的組成は国際土壌学会法（玉）により，容水量は目本

農学会法により求めた誰その結果は第4表に示す、

　第4表のように粗砂についてみるとヨ畑地上層では6

　　　　　第4表器械的組成および容水量
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第5表容水量分布表
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％程度でNo．32とNα37はほとんど同じである黎下層

についてはNo．32の第2，3層と，No．37の第2層は

ほぼ同じであるが，No．32の第4層は多くなっている、

水田土壌では上層には畑地土壌の上層よりも粗砂が多

く，Nα50とNα51を比較するとら／の方が第1，2，3

層とも多くなっている田

　細砂については，畑地の上層には下層よりも多く合ま

れている、水田上層には畑地の上暦よりも多かった田水

田の下層についてはNo．50では上層より少ないのに反し

てNo．5／では上層より多かった、

　シルトについては，畑地の上層には下層よりも多く含

まれ，下層になるに従って減少している田．水田上層では

畑地上層よりも少ないが室下層ではさらに少ない、

’粘土については，畑地では上層より順次下層になるに

したがって含有量が多くなっているが，水田では層別に

まちまちの含有量であった。

　土性については，畑坤では全層ともに埴土であり，水

田土壌では埴土と壌土の2つの層が混在している何

　最大容水量については，畑地では55．84～8／．43で土

壌番号32では上層より下層になるに従って増大する画

土壌番号37では上，下層ともにほとんど同じである曲水

田土壌では一般に畑地土壌と同等かそれ以下の容水量を

示すが，No．50の第3層は特別に大きく／03．49を示し，

火山灰土壌に似た値を示す。本庄農場土壌の容水量を島

根県耕作地土壌（2）のそれと比較すると第5表のように

なる、

．第5表のように島根県耕作畑地土壌の場合には調査点

数25点のうち76％（19点）が35～55％の範囲にある

のに対し，本庄農場の場合は1点を除き55～65％の問

に分布しているから，本庄農場の容水量は一般既耕地畑

のそれより大きいことを示している、水田土壌について

は島根県耕作水田の場合には調査点数53点のうち68％

（3礁～が45～60％の容水量を示すが，本庄農場のそれ

もほぼ似た値を示す、

　　　　　（b）腐植およぴ全窒素

　　　　腐植および全窒素の分析結果は第6表のとおり

　　　である、腐植の定量はTyurin法によった、数値

　　　はすべて風乾土に対する％で示してある、

　　　　腐植については，畑地の場合には上層は2．38％

　　　と5．54％であり，島根県耕作畑地土壌（2）g72％

　　　が2～5％であることを考えると，ほぼ同数の含

　　、有量を示す、下層については，0．14～0．74％で含

　　　有量は少ない、■水田については，Nα50の場合に

　　　は上層から下層に行くにしたがって含有量は多く

　　　なり，．第3層は22．01％と極端に多かっれ．No．

　　　51の場合には下層になるにしたがって減少する紬
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第6表腐植合量および全窒素 第7表土壊反応および塩基

水田・

畑地の
別

畑

地

水

土壊
番号

Nα32

No．37

No．50≡

Nα5／

土層

1
2
3
4
／

2
／

2
3
／

2
3

水分
（％）

4，89

7．03
／0．27

14．33

腐　　植
　（％）

2，38

0，32

0，／4

0．38

7．336　5，54

8・091　0・74
4．541　3，06
4，59　　　　　　6，42

7．85　　　　　22．01

5，19

3，47

3．42

2．52

24．2

／．26

全窒素
　（％）

水田
畑地
の別

0，25

0，16

0，／5

0．15

0．4ア

0．16

畑

地

0，23

0．29
　　　　　水
0．61

0，20

0．23
　　　　　田
0．25

土壌
番号

No．32

No．37

No．50

土層

／

2
3
4

PH

亘・OiKC1

5，404，05

4，803，96

4，403，9／
4．4013．99

　5，204．28
214．60i3．8／

y　i

8．25

35．54

29．13

29．86

9．88

49．83

／

2
3

。、。1：。

4，904，29

4，704，05

4，804．20

5，10

4，40

4．90

4，48

4，29

4．23

4．91

／0，23

8．82

2，6／

6．92

20．85

矯讐
13，1

19，3

23．1

3171

6，99

5，48

5，62

5．58

塩基飽
和度
（％）

53．36

28．39

24，33

1ア．60

20，1

20．6

／3，0

／6，3

34．3

／2，9

／0．ア

／3．3

ア1．8

5．4

6，95

6，61

6．99

6，68

6，66

6．35

35．ア2

26．4／

53．46

40．55

20．38

5／．ア8

62，24

4ア。ア4

このように水田土壌中には腐植含量の極端に多い層が存

在したり茅上下層の含有量がまちまちであることより考

えると，排地整理のため上下層の土壌が混合されたもの

と思われる。

　全窒索については，0．15～0．47％でありうその合有

量については腐植の場合とほとんど同じ傾向を示してい

る、

　　（C）土壌反応および塩基

　土壌反応を知るために土壌のP亘（H20），P亘（KC1），

置換酸度を求め画同時に塩基置換容量，置換性塩基総

量，塩基飽和度を求めた帖その結果は第ア表に示された

とおりである邊

第8表　　土　　壌

　土壊P亘については，P亘（1恥O）て4，40～5，40で

あり，畑地では下層になるほど低下の傾向にあるが享水

田では第2層が第1層，第3層より低い値を示してい

る再P亘（KC1）では3．8／～4．48であり，絶対値は小さ

いがpH（H20）の場合とほぼ同様の傾向を示す。

　置換酸度yコについては，畑地において上層は／0以下

であるが下層では30～50であり酸性の強いことを示して

いる。水田においては上層は5以下の弱酸性であるが，

第2層，第3層は6以上の強酸性を示す、

　塩基置換容量についてはA　O　A　C法により測定

した蝿その結果畑地土壊については13．1～31．ア皿eで

あり，比校的大きな値を示し，下層になるほど値が大き

の　　緩　　衝　　能

水田。畑

地の別

畑

地

水

田

土壌

番号

No．32

No．3ア

No．50

No，5／

土層

／

2
3
4
／

2
／

2
3
／

2
3

0．／NHc1（㏄）

／・1・

2，10

2，3／

2，40

3．32

2，72

2．28

2，50

3，00

2，86

3．59

3，／2

2．69

2．0ア

2，30

2．％

2，／／

1，9／

2．33

2，54

2，67

3．24

2，54

2，32
2．7／

5
2，8／

3，08

3，50

3．74

・！1

3，72

2，97

3，94

4．19

4241540
4，25　4，80

4，29　4，40

4，30　4．40

3．4814．／9
。．161。．81

4，48　5，20

4，／4　4．60

2，92

3，22

3．50

2，91

2，65

3．09

3，85

3，78

3．％

3，63

3，48

3．90

14344，90
4，1／　4，70

4，／6　4．80

4，48　5，10

3．9514，40
4．2614．90

0．1N　NaOH（cc）

／12
6，70

5，75

4，65

4．70

7，40

6，10

5，00

5．／0

・1ア■・

8，40

6，65

5，90

5．75

8，80

7，90

6，35

6．35

9，50

9，20

7，80

7．60

Ca　C03　（㎜g）

5，35　5，90

5，20　5．60

5，60

5，15

4．70

6，45

5，70

4．90

5，90

5，20

5．4ア

7，10

6，00

6．10

・l／・1・・

7，20

6．20

8，10

6，85

5．70

7，70

6．70

8，60

7，40
6．10一

5，70
5，／0

4，50

4．51

6，20

5，30

4，60

4．60

7－20

6，40

5，00

4．92

8．30’

8．00■

9，25

8，40

6．30

8，00

7，60

7．39

‘870

8，30

8．01

9，55

9，35

8．66

5．57：5．8616．70

　　1　1
4，62　4，80　5．23
　　1　　　　1

5，42

4，84

4．81

5，45

5，09

5．47

5，81

5，02

4．85

5，93

5，61

5．90

6，90

5，70

5．10

7，19

6，92

7．10

35

7．’60

6，80

5，60

5．36

6，93
5．9／

ア．33

6，22

5．32

7，52
7，／5

7．52

50

ア．80

7，30

6，60

6．30

ア．22

6．63

7，53

6，84

5．64

7，79

7，22

7．62
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PH
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くなっている、水田土壌については10．7～34．3皿eであ

り，土壌番号50の第3層を除き10．7～／6．3㎜eの範囲内

にあり，畑地土壊よりも一般に小さい。

　置換性塩基の総量については，畑地の場合上層では総

量が多く，下層の第2～4層は上層より少ないがほぽ同

量で，水田の場合上，下層ともほとんど同量であった、

　塩基飽和度については，No51の第2層を除き下層ほ

ど低かった、

　　（d）土壌の緩衝能
　緩衝能の測定は風乾細土／09を／00㏄容ビーカーにと

り，これに0．／NHC11～10㏄および0．1NNaOH／～

／0㏄を加え，水を添加して全液量を20㏄とし言／5分お

きに振とうして2時間放置した後PHをガラス電極法に

より測定した帖炭酸カルシウム添加の場合は出井の方法

に準じて風乾細土109を100㏄容ビーカーにとり，これ

に5～50皿gのCaC03を加えよくかきまぜた後最大容

水量に相当する水を加えサ室温で2日間放置した後水を

加えて全液量を20㏄とし，15分おきに振とうして2時

間放置後，PHをガラス電極法で測定した、その結果は

第8表に示す田この結果をPHを縦軸に，添加した酸，

アルカリ量を横軸にとって緩衝曲線をつくったものが第

3図である曲

　第3図に示すように畑地表層土壌についてみると，

No．32ではS字曲線であり，Nα37ではS字のくずれ

た曲線となり緩衝能が強いことを示している、炭酸カル

．シウム添加の場合にはNo．32，No．37ともに添加量の

増加につれて，カセイソーダ添加の場合の緩衝曲線との

間隔が大きくなってゆく曲畑地下層土壌については，

N似32の第2層ではS字曲線であるが争第／層のような

完全なS字を示さない、第3層，第4層はともに直線的

になっている、No．37では，第2層はS字くずれの曲線

となり，No．32の第2層に似ている、

　水田表層土壌については，No－50，’No．51ともに大き

なS字曲線を示し，炭酸カルシウム添加曲線は土壌番号

50では添加量の増加につれてカセイソーダ添加曲線に平

行してP亘が増大するが，N0．5／の場合はこの曲線問の

間隔が増大してゆく噛水田下層土壌については，No．50

では第2，第3層ともにS字曲線であるが，下層になる

ほどカーブがゆるやかになる、これに反してNα51では

各層問の差違は少なかった、炭酸カルシウム添加曲線に

ついてはNo．50の第3層のものがカセイソーダ添加曲線

との間の問隔がせまく，土壌番号51の各層ともに炭酸カ

ルシウム添加量の増加につれてカセイソーダ添加曲線と

の問の間隔が増大する田

　　（e）土壌の吸収性
　りん酸およびアンモニアの吸収力はつぎのように測定

第9表　吸収係数および有効態成分

水田・

畑地の
別

畑

地

水

土壌

番号

No．32

No．37

No．50

No．5／

土層

／

2
3
4
／

2

吸収係数
りん酸

　605

　758
1．003

1，658

9ア／

979

／1

2
3

1
2
3

　545
　755■

1，172

701

5％

688

アンモ
ニア

28／

345

477

504

有効態
りん酸

（m．9／

　1009）

0，84

0，25

0，46

0．53

359　　0．68。。。1。．。。

282

363

647

0，24

0，36

／．09

2941o．33
2。。10．／8

190　　0．32

置換性
カリ

（me／

　／009）

0，27

0，17

0，67

1．10

1，66

0．18

0，50

0，39

／．24

0，26

／．06

／．41

した曲風乾細土259に2．5％の中性りん酸アンモニウ

ム液50㏄を加え密栓して時々振とうしつつ，24時間後

に乾燥口紙で白過し，口液申のりん酸とアンモニアを

Denmges法およびKje1dah1法により定量し，乾土

1009当りの吸収量を㎜g数であらわした、その結果は

第9表に示した、

　りん酸の吸収力については，畑地では下層になるほど

吸収力が大きく，特にNα32の第4層は1658と大きい，

水田ではNo．50の第3層を除き中程度の吸収力を示して

いる、

　アンモニアの吸収力については，畑地では上層より下

層になるほど大きくなり，一般畑地にくらべてNo．37の

第1層はやや大きく，他は大きい方である。水田では上

層はN0．50，No．5／ともにやや大きく，下層ではN0．51

の第3層は小さく，No．50の第3層が非常に大きかっ
た、

　　（f）土壊中の有効態養分

　三要素のうち窒素は全窒素から推定できると考え，有

効態りん酸と置換性カリを定量した。置換性カリは有効

態カリの全部をあらわすものではないが，有効態カリと

最も相関関係の大きいものと考えた。

　りん酸はTruo9法に準じ／4中に2．59の（NH垂）

2SO盈を含む0，002NのH2SO垂溶液（PH3）300㏄を

土壌39に加え30分間振とうしたのち口過し，口液につ

いてりん酸をDeniges法により比色定量した、カリに

ついては／N　CH3COONH垂100㏄を土壌109に加え，

置換されたカリを目立炎光分光光度計で測定定量した、

その結果は第9表に示した、

　有効態りん酸については，畑地の方が水田より一般に
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多く，特に畑地上層に多かった、例外として水田の土壌

番号50の第3層には最も多かった、しかしほとんど全部

が1009の土壌中に1皿9以下であり，有効態りん酸に

欠乏した土壌ということができる、

　置換性カリについては，土壊／009中に／．0m9以下

の場合はカリ欠乏土壌であり，望ましい含有量は土壌

1009中に2．0mg以上と考えられるが，今回分折した

土壌中のカリ合量はいずれも2．0皿9以下であったから，

カリ欠乏土壌であるということができる。またカリ合有

量は土層によりまちまちであった、

　　　　　　　　摘　　　　　要

　新しく開設された本学の本庄農場の土壊を調査し，土

壊分類を行ない，それぞれの理化学的性質を検討した、

その結果を要約するとつぎのとおりである。

（1）表層土壌の色調により畑地は6区分，水田は7区分

　の分類色調を設定し，畑地49箇所，水剛2箇所の土壌

　の色調を調査し分類したところ，畑地では赤と黄赤の

　2種類に、水田では黒色～黒褐色と灰褐色の2種類に

　分類された。

（2）土性に関しては畑地の表層では砂質埴土，軽埴土で

　あり，下層では重埴土であり，水田では表層，下層と

　もに砂質埴土，埴質壌土であった、最大容水量は前に

　調査された島根県の既耕地のものと比較して，畑地の

　場合は概して大きく，水田の場合はほぼ同程度の値を

　示した。

（3）腐植および全窒素の合量は畑地では表層に多く，下

　層には極端に少なかった、水田では上，下層ともに島

　根県の既耕地のものと同程度であるが，一部極端に多

　い層があった内

（4）土壌反応に関しては，土壌PHの測定結果ではすべ

　て酸性を示し，4．40～5．40の範囲にあり，yコ測定結

　果では2．61～49．83の範囲にあり，6以上の強酸性

　土壌が大部分を占めていた、緩衝能の測定結果では，

　畑地，水田ともに下層になるにつれて増大する傾向に

　ある、

（5）土壌の吸収力についてぽ，りん酸吸収係数は畑地で

　は605～／658の範囲にあり，下層になるほど大きな

　値を示した、水田土壌では545～／／72の範囲内で上，

　下層による一定の傾向を示さなかった包アンモニアの

　吸収係数は畑地では281～504で下層ほど値が大きく

　なっていた．水田では232～647の範囲にあり，特に

　大きな値を示した層が一層あった、

（6）有効態りん酸は畑地では1009の土壌中0．25～0．84

　meであったが，水田では0．／8～0．33血eであり非常

　に少なかった。置換性カリは畑地では／009の土壌中

　0．1ア～1．66㎜eであり茅水田では0巾26～／。26皿eで少

　なく雪各土層の合有量はまちまちで一定の傾向をもっ

　ていなかった、
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　The　s011s　d．1stnbutmg1n　Hon工o　Farm　of　Sh1mane　Agncu1tura1Co11ege　recently　estab11shed

were　surveyed．to　dw1d．e　those　mto　some　groups　and．to　c1anfy　so㎜e皿echan1ca1and　chemica1

propert1es　The　resu1ts　were　as　fouows

　（ユ）　On　the　basis　of　the　differences　of　the　hue　of　the　soi1co1or　of　the　upper　horizon，both

up1and　and1o刺and　soi1s　were　dw1d－ed．1nto　two　groups　Na皿e1y，those　were　red一搬d．redd1slh

ye11ow1n　the　former，and－b1ack　or　b1a．ck1sh　brown　and　grey1sh　brown1n　the1atter

　（2）Soi1tex加res　of　the　up－and　soi1s　were　sandy　c1ay　and－1ight　c1ay　in　the　upPer　horizons

and　heayy　c1ay　in　the1ower　ones．　　Those　of　the1ow1and－soi1s　were　sandy　cIay　and　c1ay

1oa二m，both　in　the　upper　horizon　and．in　the1ower　one．

　（3）The㎜ax1皿um　water　capac1t1es　of　the　up1and　s011s　were　genera11y　h1gh　and　those

of　the1ow1and．s011s　were　equa1to　those　of　the　cu1twated　soユ1s　d1str1butmg　m　Sh1㎜ane

Prefecture．

　（4）The　contents　of　humus　and－tota1n1trogen　of　the　up1and　s011s　were　h1gh1n比e　upPer

hor1zons　and．extreme1y1ow　m　the1ower　ones　　Those　of　hu㎜us　and　tota1n1枕ogen　of　the

1ow1and　s011s　were　a1皿ost　equa1to　those　of　the　cu1t1vated－s011s　d－1stnbut1ng　m　Sh1血ane　Pre・

fecture，both　in　tlhe　upPer　horizon　and　the1ower　one，but　the　horizon　of　the　high　contents　of

hu皿us　and　tota1n1trogen　was　part1y　obser7ed1n　the1ower　one
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(5) Soil pH was 4.4C . -5 40 and consequently, both upland and lowland soils showed the 
acidic properties. The yl, values of the soils were 2 . 61-49 . 85, and the greater parts of the 

soils were strongly acidic. The soil buffer action of the lower horizon was stronger than 
that of the upper one, according to the depth, both in the upland soils and in the lowland 

ones. 
(6) Phosphorous absorption coeffrclents of the upland soils ~'rere 6C5-1658, and those of 

the lower honzons were higher than the upper one accordmg to the depth Those of the 
lowland soils were 545-1172, but the definite relationship between the upper horizon and the 

lower one was not recognized. Nitrogen absorption coefficients of the upland soils were 
281-5C4 and those of the lower honzons were higher than the upper one, according to the 
depth. Those of the lowland soils were 252-647, and the horizon showing especially high 
value was partly observed 

(7) The contents of the available P905were C 25-C 84 mg per I CC g soil in the upland 
soils, and C.18-0.55 mg in the lowland soils. The contents of the exchangeable K were 
O 17-1 06 me m the upland soils and O ?_6-1 . 26 me in the lowland soils 
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